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一
●

待
さ
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
夕
べ
」
に
参
加
、
そ
し
て
こ
の
一
月
に
は
大
フ
ィ
ル
を
バ
ッ
ク
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
五
「
皇
帝
」
を
演
奏

し
、
若
手
な
が
ら
切
れ
あ
じ
の
あ
る
才
を
み
せ
た
。
音
楽
好
き
の
家
族
に
囲
ま
れ
、
大
変
朗
ら
か
で
誰
に
で
も
愛
さ
れ
る
彼
女
、
演
奏

の
度
に
フ
ァ
ン
の
〃
親
衛
隊
〃
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
。
五
月
十
五
日
に
は
大
阪
の
厚
生
年
金
会
館
で
の
指
揮
リ
サ
イ
タ
ル

花
を
愛
し
、
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
伊
藤
ル
ミ
（
犯
）
さ
ん
は
六
歳
の
時
か
ら
東
貞
一
氏
（
大
阪
芸
大
ピ
ア
ノ
科
教
授
）
に
師
事

し
、
妬
年
間
み
っ
ち
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
昨
年
は
、
毎
日
サ
ロ
ン
で
リ
サ
イ
タ
ル
、
新
宿
朝
日
生
命
ホ
ー
ル
で
の
「
期

花
を
愛
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
出
演
の
予
定
。
松
蔭
短
期
大
学
英
文
科
卒
。
灘
区
在
住
。
〈
写
真
・
自
宅
に
て
〉

力
強
い
、
軽
や
か
な
ピ
ア
ノ
の
調
べ
と
、
手
作
り
の
可
憐
な
花
が
部
屋
い
つ
ぱ
い
に
カ
ラ
フ
ル
に
ひ
ろ
が
る
。
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初
夏
の
五
月
十
五
日
、
念
願
の
沖
維
本
土
復
帰
が
実
現
す
る
。

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
で
大
衆
の
中
か
ら
自
主
的
に
起
っ
た
「
う
た
ご
え
運
動
」
の
創
立
加
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
、
歌
劇

「
沖
細
」
で
、
力
強
く
沖
細
の
心
を
歌
う
中
村
は
じ
め
さ
ん
は
、
一
昨
年
全
国
瓢
ヵ
所
で
第
一
次
公
演
を
、
今
年
は
三
月
か
ら
六
月

卜
五
日
ま
で
全
国
記
ヵ
所
で
第
二
次
公
演
を
と
、
も
っ
ぱ
ら
体
当
り
で
沖
細
に
う
ち
こ
ん
で
い
る
。
長
田
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
の
時
、

う
た
ご
え
運
動
に
参
加
し
て
以
来
今
年
で
加
年
目
。
神
戸
青
年
合
唱
団
の
団
長
と
し
て
、
さ
ら
に
昨
年
夏
か
ら
始
め
た
「
う
た
ご
え

四
人
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
神
戸
の
文
化
活
動
に
意
欲
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
中
村
さ
ん
だ
が
「
練
習
を
す
る
場
が
な
い
の

で
、
神
戸
に
も
ぜ
ひ
よ
い
文
化
施
設
を
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
行
政
に
対
す
る
注
文
も
忘
れ
な
い
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
神
戸
っ

下
で
あ
る
。
〈
写
真
・
神
戸
国
際
会
館
の
楽
屋
に
て
〉

F ~ 可
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沖
純
の
心
を
歌
う

Ｐ
っ
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Ｎ
刑
で
さ
え
通
れ
な
く
な
っ
て

車
を
降
り
、
た
ど
り
つ
い
た
の
が

灯
篭
茶
屋
。
と
い
っ
て
も
、
三
宮

か
ら
十
数
分
、
山
手
短
大
の
す
ぐ

上
、
こ
こ
で
毎
朝
七
時
か
ら
年
中

無
休
で
持
た
れ
て
い
る
謡
曲
の
会

が
「
清
葉
会
」
で
、
謡
と
「
登
山
」

を
結
び
つ
け
た
こ
の
集
い
、
「
気

楽
に
、
健
康
に
、
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

続
け
ら
れ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
職
業
も
会
社
員
、

公
務
員
、
僧
職
と
多
種
多
様
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
「
謡
の
会
」
と
い

う
言
葉
か
ら
、
受
け
る
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
り
、
非
常
に
楽
し
く
愉

快
な
雰
囲
気
。

平
日
は
一
番
、
休
日
は
二
番
プ

ラ
ス
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う
ペ
ー
ス

で
、
四
季
に
合
わ
せ
た
曲
目
を
謡

い
、
月
例
会
の
他
、
年
に
二
回
は

ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
発
表
会
を
持
つ

と
か
く
、
縦
の
関
係
で
集
ま
り

が
ち
な
、
こ
の
種
の
会
で
横
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
、
意
欲
的
に
活

動
す
る
「
清
葉
会
」
、
灯
篭
茶
屋

の
御
主
人
の
協
力
も
あ
り
、
更
に

楽
し
い
集
い
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
十
四
ぺ
ｌ
ジ
参
照
）

古色

★
写
真
左
か
ら
魚
谷
佳
代
、
柴
田
し

み
え
（
前
方
、
灯
篭
茶
屋
の
御
主
人
）

野
口
洋
子
（
後
方
）
、
陰
山
晃
彦
、
元

山
清
（
前
方
）
、
今
井
武
（
後
方
）
、

滝
本
勝
、
元
山
葉
津
子
、
牛
田
憲
一
一
一
、

早
川
義
一
、
坂
本
孝
次
、
坂
元
英
夫
の

皆
さ
ん
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ス

おしゃれをリードする．｡ …．

パール・クリエイーシ.ョＺ
蝋 、

ヤンク令カジュアルからアダルトフ
ァッションへ、女らしさをよりさ
りげなく表現しようというのが、
初夏から夏へのファッションの動
き。
美しさのデリケートな変化が、あ
なたの装いのポイント。
鮮やかなファッションイメージの
世界を創り出す金子真珠の華麗な
バリエィションをあなた自身のも
のに。

一
』

圏金子亘珠
神戸店：神戸市東灘区住吉町堂ノ本1 8 2 4

ＴＥＬ〈8 1 1 〉2 8 8 1 ～４
銀座店＄東京都中央区銀座７－８－５

金城ビル５ＦＴＥＬ〈5 7 2 〉2 2 2 6 ～７
ホテルパシフイック店

東京都港区高輪３ＴＥＬ< 4 4 5 〉５３０３
福岡店：福岡市天神４丁目８０

福岡ショッパーズプラザセンタービル< ３Ｆ）
ＴＥＬ〈7 2 〉５４１１内線５８９

長崎市：長崎市大黒町1 ４－５長崎ビルＺＦ
ＴＥＬ〈2 5 ＞１１１９

」
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＝一一

３
月
型
日
、
兵
庫
県
内
の
新
幹
線
工
事
が
完
成
、
新
神
戸
駅
落

成
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
た
。
六
甲
ト
ン
ネ
ル
と
神
戸
ト
ン
ネ
ル

に
は
さ
ま
れ
た
伽
ｍ
に
、
国
鉄
で
も
珍
ら
し
い
河
川
上
の
駅
と
し

て
新
神
戸
駅
は
誕
生
。
駅
前
広
場
と
と
も
に
、
「
み
な
と
神
戸
」
の

新
し
い
陸
の
玄
関
を
か
た
ち
づ
く
る
。

「
ひ
か
り
級
都
市
」
と
し
て
の
神
戸
の
さ
ら
な
る
発
展
を
ノ

●
コ
ウ
ベ
ス
ナ

ｂＬ
画

ターミナル前の噴水

乗斤ﾈ 申戸馬尺言延とf 三
▼少し南の生田川公団にできたｒハトと絵の
ある彫塑J ･ 安川尚江ちゃんの作品をもとに｢ 傘
の会』が描いたもの。
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神戸ダイヤモンドシリーズ

花と宝石< ４〉 ＃
》

レオンキュラス

と

エメラルド

レオンキュラス

と

エメラルド ■

か
■

か

；霧；霧水藻の底までも

見透せそうなエメラルド

深くしずむ女の心を

鮮やかにとらえる緑

華やぐ５月の花にそえて

水藻の底までも

見透せそうなエメラルド

深くしずむ女の心を

鮮やかにとらえる緑

華やぐ５月の花にそえて

ｋ』ｋ』

ーー

魁

『Ｅ

､ .
盃

鐙訓モデル・岡田由利（Ｋ･ Ｆ･ Ｇ）モデル・岡田由利（Ｋ･ Ｆ･ Ｇ）

Ｐ

Ｎ
型
小
’
十
ン

迦
歴
亡

霊
コ
コ

Ｎ
型
小
’
十
ン

迦
歴
亡

霊
コ
コ

ﾄ アロードﾄ アロード

神戸ダイヤモンド
I ベＯＢＥＤＩＡＭｏＮＤ
神戸ダイヤモンド
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自 由な雰囲気を芽きしむ

向井章 ( 眼科医）

とても神経を使うお医者ざん

の仕事の解放感を洋服で楽し

むという向井さんは、自分な

りの着方を色とか柄とかに気

を配って楽しんで ､ いる方。

ネクタイは、余りお好きでは

ないと力動で、ブレザーの下に

シャツとかタートルネックの

セーターをラフに着ること力ぐ

多いそうです。

世界のオシャレをおとどけする

ウ 弁
神戸元町1 丁目ＴＥＬ３３１－３１Ｉ２

東急百貨店渋谷店・日本橋店

ＰＨＯＴＯ／山口ｊ青
兵庫 ﾄ ﾖ ﾀ 自勧車にて

＝

デー

噂一
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２

砿K b M A K U 、Ｋ

２

理
、、

脇

２

脇

カ
ッ
ト
／
岡
田
淳
カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
藤
原
保
之

Ｉ
一一

二可葺四一

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
。

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す
。

５
月
号
﹇
日
次

ｌ
小
磯
良
平
〈
部
分
〉

４
門
８
号
８
く
男
／
私
は
外
へ
出
て
見
た
（
羽
）
中
西
勝

５
神
戸
っ
子
花
／
伊
藤
ル
ミ
・
中
村
は
じ
め

９
あ
る
集
い
／
清
葉
会

ｕ
神
戸
ス
ナ
ッ
プ
／
山
陽
新
幹
線
新
神
戸
訳
開
業
式

田
わ
た
し
の
意
見
／
妹
尾
美
智
子

副
随
想
三
題
／
良
平
叔
父
の
想
い
出
〈
そ
の
３
〉
飯
塚
祇
之
／
開
局
二
十
周

年
に
思
う
・
奥
田
博
之
／
吉
し
や
ん
・
大
石
可
久
也

塑
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
清
葉
会

妬
れ
ん
さ
い
史
話
〈
２
〉
兵
庫
開
港
と
神
戸
開
港
／
宮
本
又
次

羽
ず
い
そ
う
／
望
月
美
佐
童
心
通
神

犯
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
ス

調
神
戸
っ
子
座
談
会
／
砂
野
仁
・
藤
井
久
雄
・
吉
田
智
朗

釘
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
神
戸
オ
フ
イ
ス
レ
デ
ィ

調
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
諸
岡
博
熊

咽
特
集
①
‐
花
神
戸
ま
つ
り
が
や
っ
て
来
た
。

柏
特
集
②
神
戸
ま
つ
り
ガ
イ
ド

別
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

弱
神
戸
遊
戯
誌
〈
一
○
四
〉
器
械
体
操
①
青
木
重
雄

弱
世
界
の
福
祉
施
設
ル
ポ
〈
ｕ
〉
橋
本
明

創
神
戸
の
集
い
か
ら

鑓
動
物
園
飼
育
日
記
側
わ
に
／
亀
井
一
成

泥
ザ
・
シ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
ス
と
神
戸
ま
つ
り
の
歌

潤
小
さ
な
目
の
歌
／
神
戸
大
学
グ
ル
ー
プ

巧
ポ
エ
ム
コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
石
阪
春
生
／
詩
・
多
田
智
満
子

氾
至
一
「
歪
．
云
○
用
〈
三
里
〉

伽
翌
一
里
否
画
ｍ
へ
お
祭
り
の
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〉

耽
れ
ん
さ
い
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
⑤
北
神
戸
を
行
く
／
原
野
の
山
田
文
楽
・
黒
部
亨

恥
安
井
賞
対
談
／
中
西
勝
・
赤
根
和
生

幽
コ
ラ
ー
ジ
ュ
コ
ミ
ッ
ク
ス

脳
淀
長
立
見
席
⑤
淀
川
長
治

畑
「
善
。
｛
否
ワ
、
〈
５
〉
街
の
お
し
ゃ
べ
り
／
え
・
榎
忠

馴
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
神
戸
居
候
日
記
〈
下
〉

皿
の
『
忠
二
四
壱
一
＄
息
霜

以
ぴ
っ
と
い
ん

Ⅳ
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

配
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計
・
云
呂
、
℃
Ｓ
『
・
美
術
ガ
イ
ド

恥
連
載
小
説
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
／
小
山
牧
子
／
ぇ
・
石
阪
春
生

叩
連
載
小
説
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
／
武
田
緊
太
郎
／
ぇ
・
横
塚
繁

礎
芸
の
届
き
用
〈
五
月
〉
カ
メ
ラ
／
一
ノ
瀬
一
元
子

１脳
海
，
船
・
港
／
黒
潮
丸
を
訪
ね
て
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☆
わ
た
し
の
意
見

唖

妹
尾
美
智
子

〈
神
戸
市
婦
人
団
体
協
議
会
事
務
局
長
〉

第
二
回
神
戸
ま
つ
り

は
な
や
か
に

1９９１
１

一
花
と
海
と
太
陽
の
祭
典
。

花
の
ご
と
く
明
る
く
、
花
の
ご
と
く
か
ぐ
わ
し
い
、
海
の
ご
と

く
す
が
す
が
し
く
、
海
の
ご
と
く
の
び
や
か
に
、

太
陽
の
ご
と
く
情
熱
的
に
、
太
陽
の
ご
と
く
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
爆
発
さ
せ
よ
う
」

こ
ん
な
呼
び
か
け
で
「
第
二
回
神
戸
ま
つ
り
」
の
準
備
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
神
戸
ま
つ
り
パ

レ
ー
ド
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

去
年
は
お
天
気
も
良
か
っ
た
し
、
ご
参
加
下
さ
っ
た
グ
ル
ー
プ

も
沢
山
あ
っ
て
、
本
当
に
楽
し
い
お
ま
つ
り
で
し
た
。
た
だ
一
つ

気
に
た
っ
た
こ
と
は
、
見
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
が
、
ち
ょ
っ

と
観
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
神
戸
ま
つ
り
は
、
五
月
二
十
日
と
二
十
一
日
で
す
。
な

ん
で
も
今
年
は
湊
川
神
社
と
国
鉄
の
百
年
祭
を
ご
一
緒
に
し
て
い

た
だ
け
る
と
か
、
或
は
シ
ア
ト
ル
・
マ
ル
セ
ー
ユ
な
ど
の
姉
妹
提

挑
都
市
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
港
湾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
る
と

か
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｖ
の
全
国
放
映
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど

と
、
去
年
以
上
に
賑
や
か
に
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
見
に
来
て
下

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
サ
ジ
キ
か
椅
子
で
見
や
す
い
観
覧
席

を
つ
く
る
こ
と
も
計
画
し
て
準
怖
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
今
年
新
し
く
「
こ
ど
も
の
ま
つ
り
」
を
加
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
童
話
の
主
人
公
の
登
場
、
可
愛
い
動
物
の

縫
い
ぐ
る
み
、
ち
び
っ
子
フ
ラ
ッ
ク
ー
、
験
、
も
し
か
す
る
と
仮
而
ラ

イ
ダ
ー
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
も
飛
び
出
し
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
つ
り
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
ま
つ
り
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
諺

緑
の
五
月
に
神
戸
の
街
い
つ
ぱ
い
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
神
戸
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
に
行
っ
た
ら
、
日
本
中
の
、
い
や

世
界
中
の
ま
つ
り
が
見
ら
れ
る
よ
。
」
そ
ん
な
声
が
聞
か
れ
る
神

戸
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
に
し
た
い
と
、
大
き
な
夢
を
え
が
い
て
い
ま

す
。
県
人
会
の
方
々
の
積
極
的
な
ご
協
力
が
い
た
だ
け
た
ら
、
お

国
じ
ま
ん
な
ど
が
沢
山
出
て
き
て
、
も
っ
と
神
戸
ら
し
い
お
ま
つ

り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
市
民
の
お
ま
つ
り
と
し
て
、
ご
一
緒
に
楽
し
く
育
て
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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ま
し
た

唖

特約店

④美＄；諾+ 店

〃灯

永久に正確な時を刻むジラーゾレ・

ペルゴ莞香り高い芸術の気品

をしのばせるデ: ザうｲ ﾝ 6 世界に誇る

スイス時計の逸品で弓j も

永久に正確な時を刻むジラーゾレ・

ペルゴ莞香り高い芸術の気品

をしのばせるデ: ザうｲ ﾝ 6 世界に誇る

スイス時計の逸品で弓j も

特約店

④美＄；諾+ 店 唖
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随想三題
へ
磁
土
亜
工
梁
Ｋ
Ｋ
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

イ

そ
し
て
、
十
数
年
の
星
霜
は
束
の
間

に
過
ぎ
、
戦
後
の
混
乱
期
も
過
去
の
も

の
と
な
っ
て
、
再
び
平
和
の
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
私
は
毎
年
開

か
れ
る
、
東
京
上
野
の
都
美
術
館
で
の

新
制
作
協
会
展
を
、
欠
か
さ
ず
見
に
行

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
年
の
秋
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
既
に
会
社
の
美
術
部
の

一
員
で
あ
っ
た
私
に
、
部
長
か
ら
『
君
、

会
社
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
に
し
た
い
の

だ
が
、
誰
か
画
い
て
く
れ
る
人
を
知
っ

て
ま
い
か
？
」
と
。
よ
せ
ば
よ
い
の
に

良
平
叔
父
の

思
い
出
〈
そ
の
３
〉

飯
塚
抵
之蕊

〃

１
２

私
の
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
か
ら
、
相
手

の
迷
惑
も
考
え
ず
に
叔
父
の
名
を
口
に

し
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
間
に

合
わ
な
い
。
恐
る
恐
る
叱
ら
れ
る
の
を

承
知
で
、
件
の
事
を
し
た
た
め
て
一
筆

啓
上
仕
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

三
日
た
ち
、
五
日
た
っ
て
も
返
事
が
来

た
い
。
筆
不
精
と
は
以
前
父
か
ら
聞
い

て
は
い
た
が
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
…
…
。

と
、
十
日
程
し
て
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が
舞

込
ん
だ
、
『
都
美
術
館
へ
来
る
よ
う
に
』

と
。
早
速
美
術
部
長
と
連
立
っ
て
、
約

束
の
時
間
に
約
束
の
場
所
へ
出
掛
け
、

あ
の
眼
の
小
さ
い
、
少
々
小
肥
り
の
し

た
叔
父
の
笑
顔
が
、
私
達
を
迎
え
て
く

れ
た
。
実
の
と
こ
ろ
私
が
、
こ
の
叔
父

の
顔
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
世
の
中
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
新
聞
や
雑

誌
に
顔
写
真
が
載
せ
ら
れ
る
、
そ
れ
を

見
た
私
が
、
『
あ
あ
、
小
磯
良
平
と
い
う

叔
父
の
顔
は
、
こ
ん
左
顔
を
し
て
い
る

カット／大石可久也

ん
だ
な
』
と
、
頭
の
中
に
刻
み
込
ん
だ

も
の
で
、
四
・
五
才
の
頃
仁
川
で
逢
っ

た
顔
な
ん
て
憶
え
て
い
る
わ
け
が
な

い
。
と
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
仁

川
の
こ
と
は
記
憶
に
残
っ
て
お
ら
ず
、

父
や
叔
母
の
話
だ
け
な
の
だ
か
ら
。

こ
う
し
て
、
今
実
際
に
逢
っ
た
叔
父

の
顔
は
、
ホ
ン
ト
に
子
供
の
頃
か
ら
ず

っ
と
知
っ
て
い
た
の
だ
と
錯
覚
す
る
ほ

ど
、
親
し
み
の
あ
る
温
厚
な
眼
差
し
で
、

何
ん
の
屈
託
も
な
く
昨
日
ま
で
一
諾
に

話
合
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
こ
の
三

十
数
才
に
も
な
っ
て
い
る
私
を
『
ま
さ

坊
』
と
呼
ん
で
く
れ
た
の
に
は
、
胸
の

つ
ま
る
程
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
こ
の
時
の
語
ら
い
の
中
に
、
前

に
述
べ
た
彼
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
ら

く
書
の
こ
と
が
出
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
館
内
を
一
巡
し
て
か
ら
食

堂
に
入
り
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
呑
み
な

が
ら
、
あ
の
多
忙
の
中
か
ら
カ
レ
ン
ダ

ー
の
下
絵
を
画
い
て
、
今
こ
こ
に
持
っ

て
来
て
下
さ
っ
た
叔
父
の
温
か
い
心
根

が
、
再
び
私
の
胸
を
突
く
・
・
・
…
そ
の
下

絵
を
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
『
ま
さ

坊
の
頼
み
じ
ゃ
あ
仕
方
が
な
い
よ
』
と

い
わ
れ
た
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
す
ま
ま

い
気
が
し
た
が
、
心
の
中
で
は
『
何
ん

て
い
い
叔
父
さ
ん
な
ん
だ
』
と
、
う
れ

し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
憶
え

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
色
々
と
思
い
出
を

綴
っ
て
み
た
が
、
さ
て
そ
れ
か
ら
…
…

も
う
す
で
に
現
在
で
十
数
年
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
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私
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
あ
た
か

も
空
気
に
向
っ
て
絵
筆
を
動
か
す
よ
う

な
仕
事
を
始
め
て
か
ら
や
が
て
十
五
年

民
間
放
送
の
ほ
と
ん
ど
が
今
年
開
局
二

十
周
年
を
迎
え
ま
す
か
ら
、
私
は
青
年

時
代
の
大
半
を
民
放
の
世
界
で
過
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
民
放
ほ
ど
奇
妙
な
生

ま
れ
方
を
し
た
企
業
は
他
に
あ
ま
り
例

が
な
い
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
五
年
に

電
波
三
法
が
成
立
し
て
民
放
誕
生
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

Ｇ
Ｈ
Ｑ
肝
入
り
の
放
送
法
に
よ
っ
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
独
占
が
許
さ
れ
な
く
た
っ
た
結

果
の
産
物
と
も
い
え
な
く
は
あ
り
ま
せ

、
、
、
、
、

ん
。
「
自
由
な
事
業
と
し
て
の
一
般
放

送
企
業
体
」
当
時
吉
田
内
閣
は
国
会
で

の
野
党
質
問
に
答
え
て
民
放
を
こ
う
定

ま
た
い
つ
の
日
か
ど
こ
か
で
、
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
逢
う
こ
と
も
あ
ろ
う

が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
お
年
、
無
理
を
し

な
い
で
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
、
達
者
で

精
進
さ
れ
、
そ
し
て
神
戸
の
皆
さ
ん
に

末
永
く
愛
さ
れ
る
叔
父
で
あ
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
終
）

〈
ラ
ジ
オ
関
西
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉

開
局
二
十
周
年
に

思
う

奥
田
博
之

’
2２

蕊
義
づ
け
て
い
ま
す
。

さ
て
、
自
由
な
事
業
と
し
て
の
一
般

放
送
企
業
体
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
な

、

の
か
？
放
送
局
に
あ
ら
ず
し
て
放
送

、
、
会
社
と
は
？
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
広
告

料
収
入
を
経
営
基
盤
と
す
る
そ
う
だ
が

ピ
ル
に
お
さ
ま
っ
た
チ
ン
ド
ン
屋
が
果

し
て
儲
か
る
の
か
し
ら
？
今
な
ら
笑

い
ぱ
な
し
で
す
が
、
当
時
民
放
マ
ン
の

先
達
の
胸
中
は
恐
ら
く
、
？
の
連
続
と

未
知
へ
の
不
安
と
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

の
気
負
い
が
入
り
ま
じ
っ
た
複
雑
な
心

境
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
文
字
通
り
の
暗
中
模
索
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
人
事
や
機
構
図
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
そ
れ
を
そ
っ
く
り
拝
借
し
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
大
切
な
商
品
で
も
あ
る

放
送
番
組
は
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
結
び
つ
い

た
も
の
に
し
た
い
。
少
く
と
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
は
な
い
新
し
い
も
の
を
創
ろ
う
。
こ

ん
な
意
欲
に
満
ち
て
い
た
の
も
事
実
の

よ
う
で
す
。

例
え
ば
当
時
の
ラ
ジ
オ
神
戸
は
ア
メ

リ
カ
の
地
方
都
市
で
そ
の
頃
人
気
の
あ

っ
た
Ｄ
Ｊ
番
組
「
電
話
リ
ク
エ
ス
ト
」

を
真
先
に
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
以
来

電
話
リ
ク
エ
ス
ト
は
ラ
ジ
オ
関
西
の
着

板
番
組
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
託
さ
れ

た
人
々
の
喜
怒
哀
楽
を
音
楽
と
と
も
に

卒
直
に
伝
え
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
往

時
の
想
い
出
を
語
る
と
き
、
パ
イ
オ
ニ

ア
諸
兄
の
脈
は
荒
野
を
め
ざ
す
青
年
の

そ
れ
の
よ
う
に
今
も
熱
っ
ぽ
く
輝
く
の

で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
民
放
全
般
に
い

え
る
こ
と
で
す
が
〃
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
真
似
た

大
世
帯
機
構
と
ア
メ
リ
カ
合
理
主
義
の

産
物
Ｄ
Ｊ
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
″
こ
の
奇

妙
な
と
り
あ
わ
せ
に
象
徴
さ
れ
る
矛
盾

は
、
そ
の
後
次
第
に
民
放
自
身
に
深
く

根
ざ
し
た
よ
う
で
す
し
、
現
在
体
質
改

善
を
迫
ら
れ
る
民
放
各
局
の
悩
み
の
タ

ネ
に
ま
っ
て
い
る
の
は
、
時
の
流
れ
と

は
い
え
何
と
も
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

何
は
と
も
あ
れ
誕
生
後
二
十
年
ｌ

よ
う
や
く
民
放
メ
デ
ィ
ア
の
輪
郭
が
地

域
の
人
々
の
意
識
の
中
に
確
か
な
存
在

と
し
て
定
着
し
始
め
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
に
つ
れ
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
役
割
り

や
呼
び
方
さ
え
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

個
性
と
主
観
を
強
く
前
面
に
押
し
出
す

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や

キ
ャ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
聴
き
手
と
体
臭

を
感
じ
あ
う
い
た
っ
て
気
楽
な
つ
き
あ

い
を
始
め
て
い
ま
す
。

、
、
、
、
、

「
い
や
し
く
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
ど
ん

な
場
合
で
も
感
情
を
表
に
出
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
常
に
客
観
、
中
立
の
立
場

に
立
っ
て
た
ん
た
ん
と
事
実
の
み
を
伝

え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
」
か
つ
て
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
心
得
に
こ
ん
な
く
だ
り
が

あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

一
理
あ
る
こ
と
は
認
め
ま
す
。
け
れ

ど
も
客
観
や
中
立
的
立
場
に
立
つ
限
り

血
の
通
っ
た
対
話
は
の
ぞ
め
な
い
で
し

ょ
う
。
第
一
、
人
と
人
と
の
真
実
の
語

ら
い
は
古
来
そ
ん
な
も
の
で
は
な
か
つ

し
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雲
た
は
ず
で
す
。
罪
の
な
い
子
供
た
ち
が

ナ
パ
ー
ム
弾
で
無
惨
に
焼
き
殺
さ
れ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、
可
愛
い
我
が
子
を

無
謀
運
転
の
車
に
蝶
き
逃
げ
さ
れ
た
両

親
の
嘆
き
を
、
何
の
感
情
も
ま
じ
え
ず

た
ん
た
ん
と
喋
れ
と
い
わ
れ
て
も
、
私

に
は
到
底
無
理
な
相
談
で
す
。

客
観
、
中
立
な
ん
て
く
そ
く
ら
え
／
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
全
感
覚
で
捉

え
た
人
間
の
ナ
マ
の
反
応
を
頼
り
に
、

信
じ
る
と
こ
ろ
を
思
い
切
り
マ
イ
ク
に

ぶ
つ
け
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

「
ネ
タ
に
困
っ
た
ら
空
を
見
ろ
、
晴
か

曇
り
か
雨
か
雪
か
の
い
ず
れ
か
だ
。
時

候
の
挨
拶
を
し
て
い
る
限
り
誰
も
君
に

反
感
を
抱
か
を
い
で
あ
ろ
う
。
」

い
や
ま
っ
た
く
私
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
中
の
鬼
っ
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

吉
し
や
ん
先
生

大
石
可
久
也
〈
画
家
〉

昭
和
十
九
年
、
御
影
の
師
範
学
校
を

卒
業
し
た
私
は
淡
路
島
の
仮
屋
と
い
う

漁
師
町
の
小
学
校
校
員
と
し
て
棒
職
し

て
い
っ
た
。
受
持
は
五
年
生
、
松
組
が

海
堀
吉
松
先
生
。
私
は
竹
組
、
梅
組
に

女
の
先
生
が
い
て
学
年
主
任
が
吉
松
先

生
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
吉
し
や
ん
吉

し
ゃ
ん
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
た
。

い
つ
も
あ
ご
の
あ
た
り
に
無
精
ヒ
ゲ

が
生
え
て
い
て
国
防
色
の
ヨ
レ
ョ
レ
し

た
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
母
ち
ゃ
ん
の
す

り
切
れ
た
腰
ひ
も
の
ネ
ク
タ
イ
を
し
て

い
た
。
そ
し
て
チ
ュ
ー
ブ
無
し
の
丸
タ

イ
ヤ
の
自
転
車
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
隣
村
か

ら
通
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

途
中
で
雨
に
や
ら
れ
て
ビ
シ
ョ
ヌ
レ

に
な
っ
た
吉
し
や
ん
は
手
あ
ぶ
り
火
鉢

三
つ
を
教
室
に
持
ち
込
ん
で
授
業
が
始

ま
っ
た
。
大
声
の
吉
し
や
ん
だ
か
ら
壁

一
枚
の
私
の
教
室
に
よ
く
聞
こ
え
る
。

『
二
度
と
来
る
ま
い
丹
後
の
宮
津
縞
の

財
布
が
カ
ラ
ニ
ナ
ア
ル
ウ
』
先
生
に
続

い
て
子
供
た
ち
も
、
カ
ラ
ニ
ナ
ア
ル
ゥ

と
や
る
の
で
あ
る
。
地
理
で
丹
後
地
方

を
勉
強
中
な
の
で
あ
る
が
、
教
檀
の
両

脇
に
あ
る
火
鉢
で
は
一
人
の
子
供
が
先

生
の
上
衣
を
あ
ぶ
っ
て
い
る
。
も
う
一

人
は
ズ
ボ
ン
を
あ
ぶ
っ
て
い
て
、
も
う

一
つ
は
パ
ッ
チ
姿
の
吉
し
や
ん
の
股
下

に
あ
る
の
で
す
。

運
動
場
は
一
面
芋
畑
と
な
り
そ
の
間

あ
ち
こ
ち
に
防
空
豪
が
造
ら
れ
て
あ
っ

た
時
代
だ
。
吉
し
や
ん
は
子
供
た
ち
に

次
は
武
道
だ
か
ら
木
剣
を
も
っ
て
運
動

場
に
整
列
・
・
・
…
子
供
た
ち
は
ワ
イ
ワ
イ

い
い
な
が
ら
校
長
室
の
隣
に
あ
る
校
具

室
に
木
剣
を
取
り
に
行
っ
た
ん
で
す
が

や
か
ま
し
い
の
で
校
長
が
大
い
に
お
こ

っ
て
『
君
ら
何
組
や
、
木
剣
を
置
い
て

帰
れ
』
子
供
達
は
『
先
生
校
長
先
生
木

剣
く
れ
ま
せ
ん
』
と
伝
え
た
。
吉
し
や

ん
は
『
よ
し
俺
に
つ
い
て
こ
い
』
校
長

は
入
口
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
。
「
校
長

先
生
、
チ
ョ
ッ
ト
失
礼
」
と
片
手
を
出
し

て
中
に
入
る
や
吉
し
や
ん
は
大
声
で
、

『
皆
取
り
に
来
い
』
と
や
っ
た
。

エ
イ
、
ヤ
ー
、
子
供
た
ち
は
芋
畑
で

木
剣
を
ふ
っ
て
い
た
が
、
校
長
先
生
は

気
分
が
お
さ
ま
ら
な
い
。
チ
ョ
ビ
ひ
げ

に
赤
ら
顔
を
し
て
芋
畑
へ
と
出
て
行
っ

た
。
ト
タ
ン
に
吉
し
や
ん
が
叫
ん
だ
。

『
敵
機
来
襲
、
タ
イ
ヒ
ー
』
子
供
た
ち

は
一
斉
に
防
空
壕
に
と
か
け
こ
ん
だ
。

運
動
場
が
使
え
な
い
が
も
の
の
三
分

も
行
け
ば
白
砂
の
浜
辺
だ
っ
た
か
ら
体

操
の
時
間
は
い
つ
も
マ
ッ
チ
工
場
の
あ

る
浜
で
行
な
わ
れ
た
。
吉
し
や
ん
の
号

令
と
共
に
砂
浜
へ
と
掛
け
足
で
出
か
け

る
。
吉
し
や
ん
は
マ
ッ
チ
エ
場
の
く
づ

れ
た
土
く
い
の
上
に
あ
が
っ
て
、
一
、

二
、
三
、
と
や
る
の
で
あ
る
が
折
し
も

浜
で
は
漁
師
た
ち
地
引
網
を
引
い
て
い

た
。
エ
ン
ヤ
ー
コ
オ
リ
ャ
、
エ
ン
ヤ
ー

コ
オ
リ
ャ
、
『
よ
し
今
か
ら
網
引
を
手

伝
う
、
カ
カ
レ
ー
』
吉
し
や
ん
の
号
令

一
発
子
供
ら
は
カ
ン
声
を
上
げ
て
網
を

引
い
た
。
『
先
生
す
ま
ん
左
－
、
え
え
先

生
や
あ
』
『
先
生
ち
つ
と
ば
あ
や
け
ど

オ
カ
ズ
に
し
て
く
れ
』
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
新

聞
づ
つ
み
を
吉
し
や
ん
の
手
に
に
ぎ
ら

せ
た
。
吉
し
や
ん
は
ヒ
ゲ
面
を
ニ
タ
ア

と
さ
せ
て
『
す
ま
ん
な
あ
。
ご
ち
そ
う

や
な
あ
』

今
度
は
急
に
ア
ゴ
を
引
い
て
叫
ん
だ

『
全
員
整
列
、
カ
ケ
ア
ア
シ
進
め
、
一
二
、

一
二
』
、
新
聞
包
み
を
小
わ
き
に
か
か
え

て
芋
畑
へ
と
帰
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た

難灘

旬

１
２３
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来
、
こ
れ
を
清
葉
会
と
名
付
け
ま
し
た
。

会
長
に
元
山
清
氏
・
副
会
長
坂
本
孝

次
氏
と
陣
容
を
と
と
の
え
、
山
の
謡
曲

趣
味
の
会
と
し
て
発
足
し
た
の
で
す

う
た
い

が
、
↑
」
の
会
は
「
謡
曲
」
に
つ
い
て
は

素
人
ば
か
り
の
集
り
で
、
他
所
で
合
わ

う
た
い

な
い
「
謡
曲
」
に
な
っ
た
り
し
て
は
困

る
と
い
う
の
で
、
会
長
が
師
事
し
て
い

る
渋
井
先
生
と
、
前
記
早
川
先
生
に
願

朝
寝
坊
な
人
達
に
は
と
う
て
い
分
っ

て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
早

朝
登
山
は
実
に
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で

健
康
増
進
の
も
と
に
も
な
る
の
だ
か
ら

神
戸
の
背
山
に
は
毎
朝
か
な
り
の
数
の

人
達
が
如
何
に
も
楽
し
げ
に
軽
や
か
を

足
を
運
ん
で
い
る
の
で
す
。

雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
風
が
吹
い
て

も
寒
く
て
も
、
山
を
休
ま
な
い
、
い
や

休
め
な
い
人
が
か
な
り
多
い
と
い
う
こ

と
は
、
い
か
に
山
が
魅
力
に
と
ん
で
い

る
か
の
証
拠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

う
た
い

清
葉
会
と
い
う
か
わ
っ
た
「
謡
曲
」

グ
ル
ー
プ
は
そ
の
早
朝
登
山
の
楽
し
み

を
知
る
人
達
に
よ
っ
て
最
初
生
み
出
さ

れ
た
の
で
す
。

昭
和
四
十
五
年
の
二
月
頃
か
ら
、
再

度
山
・
灯
寵
茶
屋
の
二
階
で
「
う
た
い
」

が
き
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

う
た
い

観
世
流
の
「
謡
曲
」
の
先
生
の
早
川

さ
ん
が
、
山
に
登
り
始
め
、
登
山
の
つ

い
で
に
一
謡
を
習
い
た
い
希
望
を
も
つ
人

が
、
次
第
に
ふ
え
て
来
た
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
、
け
い
こ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
毎
朝
み
ん
な
で
一
番
ず

つ
う
た
う
こ
と
に
し
よ
う
と
相
談
が
ま

と
ま
り
、
曲
名
を
き
め
て
、
毎
朝
七
時

か
ら
う
た
い
始
め
る
左
ら
わ
し
が
出

あ
る
つ
ど
い
そ
の
足
あ
と

山
で
謡
曲
を
楽
し
む

清
葉
会
の
あ
ゆ
み

坂
元
英
夫
〈
清
葉
会
箪
〉

間
に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
年
の
九
月
二
十
二
日
に
は
再
度

山
の
頂
上
の
大
龍
寺
で
、
発
会
を
か
ね

て
第
一
回
大
会
を
開
き
、
次
第
に
新
ら

し
い
内
容
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

四
十
六
年
阿
月
に
灯
寵
茶
屋
が
、
二

ま

階
を
改
築
し
、
板
の
間
を
つ
く
っ
て
下

さ
っ
た
こ
と
は
、
清
葉
会
の
た
め
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

１
２４

１

4 6 年1 0 月、レストハウス「石」屋上で開いた御月見別会

が
、
私
達
に
と
っ
て
は
仕
舞
の
ホ
ー
ム

コ
ー
ト
が
出
来
た
こ
と
に
な
り
、
以
後

清
葉
会
は
飛
躍
的
に
発
展
し
て
参
り
ま

し
た
。現

在
で
は
会
員
約
四
十
名
の
趣
味
の

グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
は

こ
の
つ
ど
い
を
さ
ら
に
さ
ら
に
大
き
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
達
日
本
人
の
も
つ
、
世
界
的
な
芸

術
を
、
趣
味
と
し
て
楽
し
み
味
わ
う
こ

の
つ
ど
い
の
中
に
、
入
っ
て
み
た
い
方

が
あ
れ
ば
、
私
達
は
双
手
を
あ
げ
て
、

お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

謡
や
仕
舞
を
途
中
で
や
め
た
方
、
或

い
は
楽
し
む
機
会
を
お
持
ち
で
な
い
方

が
い
ら
れ
ま
し
た
ら
、
朝
早
く
お
き
る

の
は
一
寸
眠
い
で
し
ょ
う
が
、
灯
寵
茶

屋
ま
で
御
足
労
願
い
「
う
た
う
」
楽
し

さ
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
因
み
に
費
用
は
ほ
と
ん
ど
い
り

ま
せ
ん
。
一
カ
月
の
会
費
は
三
百
円
で

そ
れ
以
上
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
こ
の
清
葉
会
が
育
つ
こ
と

が
出
来
る
地
盤
と
表
っ
て
下
さ
っ
た
灯

龍
茶
屋
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
謝
意
を

表
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
は
仮
設
舞
台
の
上
、
背
後
に
は

金
扉
風
、
舞
台
周
辺
に
は
、
秋
の
七
草

を
あ
し
ら
い
、
「
小
督
」
の
情
趣
を
楽

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

連
絡
場
所

神
戸
市
兵
庫
区
宮
前
町
一
五
坂
元
英
夫
方

清
葉
会
電
話
六
七
一
’
八
二
○
六
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2５

蕊

ＡＦＩＡ
一ＷＯＲＬＤＷＩＤＥｌＮＳＵＲＡＮＣＥ

●オミーム保険株式会社
●グレートアメリカン保険株式会社
●ハートフォード火災保険株式会社

神戸支店
葺合区御幸通８－５
( 三宮ビル南館４Ｆ）
TbL231-666I(代）

どこにいても有効

☆あなたも才員害保険代理店を

経営してみませんか？
資本は不要､ あなたの信用と能力を生かし､ 多角経営で
収入を安定させてください。
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